
（様式２－１）

国立大学法人福岡教育大学

（単位：百万円）
差　　額

（決算－予算）
収入
  運営費交付金 3,281 3,356 75 （注１）
  施設整備費補助金 118 150 32 （注２）
　補助金等収入                      -                       - -                      
  大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 22 22 -                      
　自己収入 1,602 1,624 22
　　授業料及入学金検定料収入 1,518 1,540 22 （注３）
  　雑収入 84 84 0
　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 100 119 19 （注４）
　引当金取崩                      -                       - -                      
　目的積立金取崩                      - 69 69 （注５）

計 5,123 5,340 217
支出
　業務費 4,883 4,868 △ 15
　　教育研究経費 4,883 4,868 △ 15 （注６）
  施設整備費 140 172 32 （注７）
　補助金等                      -                       - -                      
  産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 100 119 19 （注８）

計 5,123 5,159 36
収入－支出 -                     181 181

○予算と決算の差異について

平成３０年度　決算報告書

備考区　分 予算額 決算額

（注１）運営費交付金については、特殊要因運営費交付金の追加配分があったこと等により、予算額に
      比して決算額が７５百万円多額となっています。

（注７）施設整備費については、注２に示した理由により、予算額に比して決算額が３２百万円多額と
　　　なっています。

（注４）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、見込みと実績の差等の理由により、予算額に
　　　比して決算額が１９百万円多額となっています。

（注６）教育研究経費については、業務達成基準適用事業を翌年度へ繰越したこと等により、予算額に比
　　　して決算額が１５百万円少額となっています。

（注８）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、注５で示した理由等により、予算額に比し
　　　て決算額が１９百万円多額となっています。

（注２）施設整備費補助金については、予算段階において予定していなかった補助金の交付等により、
     予算額に比して決算額が３２百万円多額となっています。

（注３）授業料及入学金検定料収入については、見込みと実績の差等の理由により、予算額に比して決算
　　　額が２２百万円多額となっています。

（注５）目的積立金取崩については、予算段階において予定していなかった目的積立金の取り崩しに
　　　より、予算額に比して決算額が６９百万円多額となっています。


